


風水害

大雨警戒レベル
台風や集中豪雨の際は、 自治体や関係機関から様々な防災情報が発表されます
住民が災害発生の危険度と防災情報を直感的に理解して避難に結びつけられるよう
とるべき行動を５段階の 「警戒レベル」 を用いて伝えています
レベルごとの避難行動を覚えて適切なタイミングで避難しましょう
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風水害

気象情報の種類
天気が大荒れになり、 災害が発生するレベルと予測されると
青森地方気象台から防災気象情報が発表されます
最新の気象情報を確認しましょう
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特別警報

早期注意情報
（警報級の可能性）

注意報 ・警報の種類



風水害

ポイント

危険な場所に近づかない

暴風対策

浸水対策

停電対策

足元に注意

運転中の豪雨

大雨・洪水・台風から身を守る
豪雨や洪水で浸水被害に遭うと周辺の状況は一変します
事前に防災気象情報を確認し、 身の危険を感じたら
ためらわずに早めに避難しましょう
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風水害を知る
近年記録的豪雨が増加し 短時間に狭い範囲で非常に激しく降る雨が頻発しています
今後さらに激甚化し、いつ、どこで発生してもおかしくありません
「今まで大丈夫だったから…」ではなく、情報収集と早めの行動が命を守ることにつながります

青森県の過去の主な風水害被害 （RAB アーカイブより）



風水害

（１０～２０mm）

雨の音で話し声が
よく聞き取れない

やや強い雨
（２０～３０mm）

どしゃ降り
傘をさしても濡れる

強い雨
（３０～５０mm）

道路が
川のようになる

激しい雨
（５０～８０mm）

傘が役に立たない
水しぶきで辺り一面が
白くなり、視界が悪くなる

非常に激しい雨
（８０mm 以上）

息苦しくなるような
圧迫感、恐怖を感じる

猛烈な雨

（１０～１５ m/ｓ）

傘をさせない

やや強い風

風に向かって歩けな
くなり転倒する人も

強い風
（１５～２０ m/ｓ）

看板が落下・飛散する

非常に強い風
（２０～３０ m/ｓ）

屋外での行動は極めて危険
走行中のトラックが横転する

猛烈な風
（３０～３５ m/ｓ）

木や電柱が倒れる

猛烈な風
（３５m/ｓ 以上）
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出典： 青森地方気象台

青森県での発表例（２０２２年８月３日）

④上空の風で積乱雲が線状に並ぶ

③積乱雲が発達

②激しい上昇気流

①暖かく
　　　湿った空気

画像提供： 気象庁
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土砂災害を知る
傾斜が急な山が多く、台風、大雨地震が多く発生する日本は土砂災害が
起こりやすく、２０１４年～２０２３年までの１０年では平均して１年に１，４９９件
の土砂災害が発生しています  土砂災害は一瞬にして甚大な被害をもた
らすため日頃から備えておきましょう
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土砂災害を発生させる現象は次の３種類

がけ崩れ

出典 ：政府広報オンライン 「土砂災害から身を守る３つのポイント」
（https://www.gov-online.go.jp/article/201106/entry-7545.html）



風水害

地すべり

土石流

出典 ：政府広報オンライン 「土砂災害から身を守る３つのポイント」 （https://www.gov-online.go.jp/article/201106/entry-7545.html）
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土砂災害から身を守る

雨が降ってきた！　　今できることは？Ｑ

テレビやラジオ、 インターネットで最新の情報を確認Ａ

出典 ：気象庁ホームページ
https://www.data.jma.go.jp/yoho/review/page.html#target=20220803&current=2022080221&range=2022080215-2022080515

「土砂災害ハザードマップ」 などを見てみよう
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土砂災害警戒情報が発表されたら？Ｑ

基本的には全員避難　　　危険な場所から離れようＡ

避難が間に合わないときはどうしようＱ

無理に外に出ず、 屋内で安全を確保するＡ
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竜巻に備える
竜巻とは



風水害

竜巻の前兆

屋内での避難

屋外での避難

竜巻が発生しやすい状況を予測できるのは 1時間前から
「竜巻注意情報」 で竜巻への注意を呼びかけます

竜巻は突発的に発生！ 早めに判断を！


